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ごみが減らない問題③

【前回の改正前まで】

・1997年の容器包装リサイクル法により、国（厚生労働省）

の意向に反して、 事業者の「小型ＰＥＴボトル自粛」の
解禁が始まり、その後、更に拍車がかかりました！

・化粧品のガラスびんは、リサイクルに向かないので、
容リ法では、事業者の費用負担はありませんでした。
（⇒この批判に対して、一部の事業者が回収をはじめました）

・容器包装を選ぶ事業者に、「環境配慮設計義務」がほ
とんど働かないので、リサイクルに向かない「緑色ＰＥ
Ｔボトル」の使用が、なかなか止みませんでした。

・更に、リユースの優等生である“ビール”でも、プラス
チックボトルが使われそうになってしまったのです！
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ごみが減らない問題④

【容リ法改正後でも】

・ 容器包装を選ぶ事業者に、「環境配慮設計義務」がほ
とんど働かないので、リサイクルに向かない「マルチ
パック」や、有害物質を拡散する「鉛入レジ袋」が、登
場してしまったのです。

・さらに、ずいぶん前から、リサイクル困難物とされてい
る「塩化ビニル製」が、未だに無くならないのは、制度
の欠陥といえるのではないでしょうか。

⇒市場原理だけでは、「消費者が望まず」「後始末に問題
がある」ものが、事業者判断で導入されてしまいます。

「使い終わった後の処理責任を、事業者がきちんと負
担する制度」の速やかな構築が、求められています。



【添付資料②】

市民の意識

『ごみ問題とリサイクルに関する仙台市民意識調査

(生活環境研究会)』より

『大分市ごみに関する市民意識調査(大分市)』より
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リサイクル実行の問題点
『ごみ問題とリサイクルに関する仙台市民意識調査』より
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参加の呼びかけとその反応
『ごみ問題とリサイクルに関する仙台市民意識調査』より
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リサイクル不実行の理由
『ごみ問題とリサイクルに関する仙台市民意識調査』より
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制度の変化と参加意思
『ごみ問題とリサイクルに関する仙台市民意識調査』より
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ごみ問題の知識情報源
『大分市ごみに関する市民意識調査』より



22

リサイクル情報の受信について
『大分市ごみに関する市民意識調査』より
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ごみ有料化反対理由
『大分市ごみに関する市民意識調査』より



【添付資料③】

Ｒドロップス
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Ｒドロップス2紹介パンフレット
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Ｒドロップス2紹介パンフレット


